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〔
資
　
　
料
〕妙

幢
淨
慧
撰
『
佛
神

應
錄
』
翻
刻
と
解
題
（
三
）

阿
部
美
香
・
大
久
保
美
玲
・
塚
本
あ
ゆ
み
・
関
口
靜
雄

〔
解
　
　
題
〕

淨
慧
の
周
縁
②

　

妙
幢
淨
慧
が
獨
湛
性
瑩
と
面
識
が
あ
り
、
そ
の
謦
咳
に
接
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
『
佛
神

應
錄
』
後
集
卷
十
二1
所
載
「
阿
彌
陀
經
讀
誦
ノ
功
ニ
由
金
殿
ニ
積
經
ヲ
ユ

メ
ミ
ル
事
」
の
一
文
か
ら
も
十
分
に
推
量
で
き
、
高
弟
た
ち
と
も
よ
く
交
流
し
て
い
た

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
隠
元
隆
琦
の
直
弟
子
で
、
隠
元
に
し
た
が
っ
て
来
日
し
、
隠

元
の
念
仏
禅
を
も
っ
と
も
よ
く
受
け
継
い
だ
獨
湛
性
瑩
に
淨
慧
が
示
し
た
関
心
の
第
一

は
禅
浄
双
修
の
こ
と
で
は
な
く
て
、
獨
湛
の
高
弟
自
光
か
ら
聞
い
た
獨
湛
の
見
た
夢
の

話
だ
っ
た
。
淨
慧
は
た
と
え
厳
し
い
修
行
を
積
ん
だ
と
し
て
も
僧
と
し
て
持
戒
持
律
の

正
し
い
仏
道
修
行
を
し
て
い
な
け
れ
ば
天
や
仏
菩
薩
か
ら
夢
中
に
啓
示
や
教
誨
は
得
ら

れ
な
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
経
読
誦
の
功
に
よ
っ
て
天
か

ら
夢
告
を
得
た
獨
湛
は
僧
と
し
て
威
儀
正
し
い
行
業
を
果
し
得
た
僧
で
あ
っ
た
と
追
悼

し
た
の
で
あ
る
。

　

獨
湛
の
夢
の
話
に
継
い
で
淨
慧
は
獨
湛
の
行
業
数
条
を
紹
介
し
寸
説
を
加
え
て
い
る
。

侍
者
無
住
道
立
・
副
寺
石
窓
道
鏗
が
編
録
し
た
獨
湛
の
半
生
記
『
初
山
獨
湛
禅
師
行
由
』

と
獨
湛
の
高
弟
圓
通
撰
『
黄
檗
第
四
代
獨
湛
和
尚
行
略
』
を
引
い
て
、
宝
永
三
年
（
一

七
〇
六
）
正
月
二
十
六
日
に
七
十
九
歳
で
逝
っ
た
獨
湛
の
遺
偈
「
我ワ
レ
ニ
ア
リ有

二
一
句ク
一
。
別ワ
カ
ル二

于
大ダ
イ
シ
ユ
ニ衆

一
。
若モ
シ

問
ト
ハ
ヾ

二
何
ナ
ン
ノ
ク
ソ
ト
句
一
。
不フ

說セ
ツ

不
說
。」2
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
を
明
国
福
州
鼓
山

涌
泉
寺
の
曹
洞
僧
永
覚
元
賢
（
一
五
七
八-

一
六
五
七
）
輯
『
継
灯
録
』
卷
第
一
に
載
る

天
目
山
の
中
峰
明
本
（
一
二
六
三-

一
三
二
三
）
の
遺
偈
「
我ワ
レ

有リ二
一
句ク
一
。
分ブ
ン

二
付フ
ス

大
衆
ニ一
。

更サ
ラ
ニ
ト
ハ問ヽ

二
如
何ン
ト

一
。
無シ
ト

二
本モ
ト

可ベ
キ

一レ
據ヨ
ル

。」
と
、
ま
た
俄
か
の
病
を
受
け
た
杭
州
淨
慈
寺
七
十

六
世
無
旨
可
授
禅
師
が
西
に
向
っ
て
端
坐
し
左
右
の
弟
子
衆
に
「
吾
マ
サ
ニ
逝
ナ
ン
」

と
云
っ
た
と
こ
ろ
弟
子
衆
か
ら
遺
偈
を
乞
わ
れ
、「
吾ワ
カ

宗シ
ウ

本モ
ト

無
シ二
言ゴ
ン

說ゼ
ツ

一
」
と
云
い
放
っ

て
合
掌
し
仏
号
を
唱
え
て
示
寂
し
た
と
い
う
所
伝
を
挙
げ
て
、「
併ア
ハ
セ
テ
味
ア
ヂ
ハ
フベ
シ
」
と
記

し
て
い
る
。

　

曹
洞
宗
楊
岐
派
の
休
庵
無
旨
可
授
は
明
浄
柱
輯
『
五
灯
会
元
続
略
』
卷
一
上
「
杭
州

淨
慈
無
旨
可
授
禅
師
」
な
ど
に
よ
る
と
火
葬
後
も
舎
利
の
色
が
金
銀
水
精
の
よ
う
で
歯

牙
は
不
壊
だ
っ
た
と
い
う
清
僧
で
浄
土
業
を
修
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
臨
済
僧
中
峰
明
本

は
『
天
目
中
峰
和
尚
広
録
』
な
ど
に
よ
る
と
終
生
官
寺
に
住
ま
ず
到
る
と
こ
ろ
に
幻
住

庵
を
構
え
、
儒
仏
の
調
和
と
融
合
を
主
張
し
、
ま
た
禅
浄
一
体
を
説
い
て
道
俗
を
教
化

し
た
浄
土
信
仰
者
だ
っ
た
と
い
う
。
淨
慧
は
中
峰
明
本
と
無
旨
可
授
を
浄
土
往
生
者
と

考
え
て
い
た
は
ず
で
、
獨
湛
が
そ
う
し
た
正
念
往
生
者
、
臨
終
に
何
の
苦
も
な
く
安
ら

か
に
終
を
取
っ
た
者
の
こ
と
を
来
訪
す
る
道
俗
が
語
る
の
を
聞
い
て
は
侍
者
に
命
じ
て

記
録
さ
せ
、
各
人
に
一
偈
を
添
え
て
輯
し
た
も
の
が
『
淨
土
善
人
詠
』
で
あ
っ
た
と
し
、

そ
れ
は
獨
菴3
の
『
善
人
詠
』
に
擬
え
て
編
ま
れ
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
獨
湛
は

ま
た
わ
が
国
の
歴
史
僧
伝
に
お
い
て
往
生
安
養
し
た
緇
素
の
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
も
の
を

採
り
拾
い
集
め
た
『
扶
桑
往
生
寄
帰
伝
』
二
卷
を
輯
し
て
い
る
が
、
淨
慧
は
こ
れ
を
唐

僧
義
浄
（
六
三
五-

七
一
三
）
の
『
南
海
寄
帰
伝
』
に
擬
し
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
淨
慧
は
獨
湛
と
同
様
に
浄
土
往
生
者
、
こ
と
に
禅
僧
で
あ
っ
て
浄

土
業
に
精
励
し
た
、
す
な
わ
ち
禅
浄
双
修
の
禅
僧
た
ち
に
深
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る4
。

　
　
　
　
　

※

　

淨
慧
は
さ
ら
に
『
佛
神

應
錄
』
後
集
卷
十
二
に
「
獨ド
ク

湛タ
ン

禪
師
行ギ
ヤ
ウ

畧リ
ヤ
ク

事　
附
タ
リ
本
國

学
苑　

資
料
紹
介
特
集
号　

第
九
二
五
号　

一
〇
八
～
一
二
七　
（
二
〇
一
七
・
一
一
）
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ニ
テ
ノ
讖シン
文モン
ノ
事
」（
目
録
は
「
獨ト
ク

湛タ
ン

禪ゼ
ン

師ジ

行ギ
ヤ
ウ

畧リ
ヤ
ク

及ヲ
ヨ
ビ

本ホ
ン

國ゴ
ク

ニ
テ
讖シ
ン

文モ
ン

ノ
事
」）
の
項
目
を
立
て
て

獨
湛
の
行
業
に
ふ
れ
て
い
る
。
獨
湛
の
半
生
記
『
初
山
獨
湛
禅
師
行
由
』
一
卷
は
獨
湛

の
自
撰
だ
と
い
い
、
獨
湛
を
遠
州
浜
松
初
山
に
招
請
し
た
悟
（
語
）
石
居
士
近
藤
登
之

助
貞
用
や
執
事
ら
の
懇
請
に
よ
っ
て
獨
湛
み
ず
か
ら
が
語
っ
た
半
生
を
門
人
の
道
立
と

道
鏗
が
録
出
し
た
も
の
だ
と
注
記
し
た
う
え
で
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
獨
湛
の
行
業
を
略

述
し
て
い
る
。
そ
の
要
を
採
れ
ば
、「
獨
湛
は
穎
川
の
人
で
姓
は
陳
氏
。
先
祖
の
陳
文

龍
は
宋
末
に
状
元
に
及
第
し
丞
相
位
に
至
っ
た
人
で
宋
が
滅
亡
し
た
と
き
節
義
を
守
っ

て
死
ん
だ
が
、
子
孫
は
元
・
明
に
仕
え
て
代
々
冠
纓
の
家
柄
だ
っ
た
。
父
は
翊
宣
、
母

は
黄
氏
。
母
は
人
と
な
り
至
孝
で
股
の
肉
を
割
い
て
親
に
供
養
し
観
世
音
菩
薩
に
帰
依

す
る
深
謹
の
人
で
あ
っ
た
。
獨
湛
は
の
ち
に
『
皇
明
百
孝
傳
』
を
撰
述
し
、
股
を
割
き

墓
に
慮
し
た
孝
子
を
三
十
四
人
載
せ
て
い
る
が
、
自
分
の
母
を
漏
ら
し
て
い
る
。
そ
れ

に
は
言
い
難
い
事
情
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
獨
湛
が
こ
の
書
を
撰
述
し
た
に
つ
い

て
は
何
か
心
に
感
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
獨
湛
は
幼
児
か
ら
秀
異
で
、

泥
土
を
塑
し
木
を
刻
し
て
神
仙
仏
像
を
造
り
、
草
実
を
串
き
数
珠
と
し
、
趺
坐
念
仏
し

て
終
日
晏
然
と
し
て
い
た
の
で
和
尚
子5
と
呼
ば
れ
た
。
十
六
歳
の
と
き
積
雲
寺
に
投
じ

て
天
童
山
の
密
禅
師
の
法
嗣
衣
珠
和
尚
を
剃
髪
の
師
と
し
て
出
家
し
、
日
々
楞
厳
経
・

法
華
経
ま
た
高
峰
の
語
録
、
雲
棲
の
著
作
を
読
ん
で
座
禅
の
要
を
得
、
さ
ら
に
日
夜
趺

坐
し
て
万
法
帰
一
を
参
究
し
、
あ
る
夜
忽
然
と
そ
の
道
理
を
悟
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
だ

け
に
満
足
せ
ず
黄
檗
山
に
登
っ
て
隠
元
和
尚
に
謁
し
、
ま
た
鼓
山
に
登
っ
て
永
覚
禅
師

に
参
じ
、
ふ
た
た
び
黄
檗
に
戻
っ
て
禅
堂
に
籠
る
こ
と
四
年
、
天
奇
和
尚
の
行
実
、
中

峰
の
広
録
を
閲
し
て
感
激
し
た
。
そ
し
て
庚
午
（
一
六
五
四
）
の
夏
、
隠
元
に
し
た
が

っ
て
渡
日
し
た
の
で
あ
る
。」
と
略
歴
を
示
し
、
継
い
で
獨
湛
の
渡
日
前
の
逸
話
を
紹

介
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
獨
湛
が
渡
日
前
に
ひ
と
り
の
仙
人
に
乩
し
た
と
い
う
所
伝
で
、
淨
慧
は
「
乩ケ
イ

と
は
疑
わ
し
き
を
た
ず
ね
問
う
こ
と
だ
。
高
泉
禅
師
の
『
山
堂
清
話
』
に
よ
る
と
、
宋

時
代
に
木
岩
洞
に
陳チ
ン

摶タ
ン

、
号
を
無ム

煙エ
ン

と
称
し
た
仙
人
が
い
た
が
、
三
山
の
鄭
道
人
は
符

咒
や
桃
の
木
を
も
っ
て
こ
の
仙
人
を
現
実
に
天
降
ら
せ
人
の
吉
凶
を
判
ぜ
し
め
た
と
い

う
か
ら
、
獨
湛
禅
師
が
未
来
を
問
う
た
の
は
き
っ
と
こ
の
仙
人
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。

な
お
、
獨
湛
禅
師
が
仙
人
に
乩
し
て
讖
文
を
得
た
こ
と
は
『
初
山
獨
湛
禅
師
行
由
』
に

記
載
が
な
い
。
獨
湛
禅
師
が
か
つ
て
門
人
に
語
っ
た
話
で
あ
る
。」
と
注
記
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
淨
慧
は
獨
湛
が
仙
人
に
乩
し
て
讖
文
を
得
た
と
い
う
所
伝
を
、
こ
れ
を
ま
た

獨
湛
の
門
人
か
ら
聞
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
話
の
要
を
採
れ
ば
、「
湛
師
が
仙
人
に
乩

し
た
と
き
、
仙
人
は
湛
師
に
『
日ハ 

輝
カ
ヾ
ヤ
キ二
東ト
ウ

海カ
イ
ノ

上ニ一
月ハ 

在テ二
初シ
ヨ

山ザ
ン
ニ一

明
ア
キ
ラ
カ
ナ
リ』
と
い
う
二

句
の
讖
文
を
示
し
た
と
い
う
。
湛
師
に
は
は
じ
め
そ
の
詩
の
意
味
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
隠
元
老
師
に
し
た
が
っ
て
東
海
万
里
の
波
濤
を
望
み
凌
い
だ
と
き
、
慧
日
が
扶
桑

の
枝
に
出
耀
す
る
の
を
見
て
上
句
の
意
を
理
解
し
た
。
し
か
し
下
句
の
意
が
解
せ
な
か

っ
た
。
そ
れ
が
渡
海
十
年
後
の
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）、
遠
州
の
近
藤
悟
石
居
士
の
招

請
に
よ
っ
て
浜
松
に
赴
き
、
禅
刹
建
立
を
願
う
悟
石
居
士
の
意
を
受
け
て
領
地
を
巡
視

し
た
と
き
、
溪
石
嶂
樹
の
心
に
か
な
う
山
林
が
あ
っ
た
。
そ
の
名
を
問
う
と
初
山
だ
と

い
う
。
湛
師
は
愕
然
と
し
た
。
か
つ
て
仙
人
か
ら
示
さ
れ
た
讖
文
の
下
句
の
初
山
の
意

が
解
せ
ず
十
有
余
年
の
あ
い
だ
疑
問
を
抱
い
て
い
た
が
、
讖
文
の
い
う
初
山
が
こ
の
遠

州
浜
松
の
初
山
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
信
し
た
の
だ
っ
た
。
疑
問
は
氷
解
し
、
仙
人

の
讖
文
を
信
じ
た
。」
と
い
う
も
の
で
、
淨
慧
は
『
初
山
獨
湛
禅
師
行
由
』
に
獨
湛
が

遠
州
の
近
藤
悟
石
居
士
の
招
請
に
応
じ
て
浜
松
に
赴
き
、
近
藤
の
宅
内
に
寓
し
、
六
月

六
日
採
隠
し
て
初
山
に
至
っ
た
こ
と
を
「
定
緣
」
で
あ
っ
た
と
自
ら
語
っ
て
い
る
の
は
、

仙
人
に
乩
し
て
得
た
讖
文
の
初
山
が
眼
前
の
遠
州
浜
松
の
初
山
と
合
致
し
た
こ
と
を
い

う
の
で
あ
ろ
う
と
推
解
し
、
獨
湛
が
開
い
た
初
山
法
林
寺
が
今
日
に
至
る
ま
で
朝
誦
夜

参
が
整
然
と
行
わ
れ
て
い
て
垂
化
の
勝
藍
と
な
っ
た
の
は
獨
湛
の
積
徳
の
定
縁
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
ま
た
慈
母
孝
信
の
余
賸
で
あ
っ
た
と
讃
し
て
い
る
。
獨
湛
の
母
は
割
股
孝

親
の
人
で
あ
り
観
音
の
信
敬
者
で
あ
っ
た
し
、
悟
石
居
士
の
夫
人
も
観
音
の
篤
信
者
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
淨
慧
は
、

湛タ
ン

師
ノ
母
甚
ハ
ナ
ハ
タ

觀
音
ヲ
信シ
ン

敬キ
ヤ
ウス
。
悟
石
居
士
ノ
夫
人
㴱フ
カ
ク

大
悲ヒ

ニ
歸キ

ス
曾カ
ツ
テヒ
ト
リ
懴サ
ン

禮ラ
イ

シ
テ
密
ヒ
ソ
カ

ニ
手シ
ユ

香カ
ウ

ヲ
燒タ
ク

ニ
。
更サ
ラ

ニ
ア
ツ
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ
覺ヲ
ホ
フ。
燒タ
キ

了
ヲ
ハ
ツ
テ

大
悲
ノ
手シ
ユ

掌シ
ヤ
ウク
ロ
ク
熏
ク
ス
ホ
レリ
。
夫

人
ヲ
ド
ロ
キ
悲ヒ

喜キ

交コ
モ
〳
〵
シ
ヤ
ウ
生
ズ
ト
云
々
。
湛タ
ン

和
尚
遠エ
ン

州シ
ウ

ノ
行カ
ウ

ア
ル
ハ
多ヲ
ホ
ク
ハ
夫
人
ノ
ス
ヽ
メ
ニ
由
ヨ
レ
リ

ト
キ
ヽ
シ
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
慈ジ

毋ボ

孝カ
ウ

信シ
ン

ノ
餘ア
マ
ン
ノ
慶
ヨ
ロ
コ
ビニ
シ
テ
。
觀
音
ノ
冥
ミ
ヤ
ウ

應ヤ
ウ

ト
イ
ハ
ン
モ
不

可
ト
セ
ジ

と
『
初
山
獨
湛
禅
師
行
由
』『
黄
檗
第
四
代
獨
湛
和
尚
行
略
』
に
見
え
ぬ
獨
湛
の
母
と

悟
石
居
士
夫
人
の
行
業
を
記
し
て
一
文
を
結
ん
で
い
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
獨
湛
の
母
親
が
割
股
孝
親
の
人
で
あ
り
、
悟
石
居
士
夫
人
も
掌
灯
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苦
行
の
実
践
者
で
あ
り
、
惟
一
道
実
も
少
年
の
と
き
病
母
の
た
め
に
自
身
の
股
肉
を
割

い
て
薬
餌
に
与
え
た
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
黄
檗
第
四
代
獨
湛
和
尚
行
略
』
に
は
錦
袋

円
祖
了
翁
道
覚
と
獨
湛
の
交
流
を
伝
え
て
い
る
が
、
了
翁
は
羅
切
燃
指
苦
行
の
実
践
者

で
あ
っ
た
。
黄
檗
に
お
け
る
獨
湛
の
周
縁
、
そ
れ
は
す
な
わ
ち
淨
慧
の
周
縁
で
も
あ
る

が
、
そ
こ
に
悟
石
居
士
夫
人
、
す
な
わ
ち
在
家
の
一
旗
本
夫
人
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

苦
行
を
と
も
な
う
信
仰
形
態
が
ご
く
日
常
的
に
存
し
、
淨
慧
が
そ
の
こ
と
に
異
論
な
く
、

む
し
ろ
肯
定
的
な
考
え
に
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
し
て
お
い
て
よ
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

 

（
関
口
）

宝
永
元
年
獅
子
林
版
『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
を
上
毛
西
牧
の
帝
釋
山
神
光
寺
が
文
政
元
年
に

鐫
刻
印
施
し
た
も
の
。�

（
宮
島
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）

京
都
・
萬
福
寺
蔵
　
紙
本
着
色
　
獨
湛
性
瑩
像
　
藤
原
種
信
筆
　
悦
峰
道
章
題

　
　
　
　
　�（
田
中
実
マ
ル
コ
ス
氏
著
『
黄
檗
禅
と
浄
土
教
―
萬
福
寺
第
四
祖
獨
湛
の
思
想
と
行
動
』
よ
り
）

〔
注
〕

1　
『
佛
神

應
錄
』
後
集
は
名
古
屋
大
学
図
書
館
蔵
本
に
據
る
。

2　

 『
黄
檗
第
四
代
獨
湛
和
尚
行
略
』
に
は
「
我
ニ
有
二
一
句
一
別
ル二
于
大
衆
ニ一
若
シ
問
ハ二
ヽ
何
ノ
句
ト一

不
說
不
說
」
と
あ
る
。
な
お
『
初
山
獨
湛
禅
師
行
由
』『
黄
檗
第
四
代
獨
湛
和
尚
行
略
』
は

田
中
実
マ
ル
コ
ス
氏
『
黄
檗
禅
と
浄
土
教
―
萬
福
寺
第
四
祖
獨
湛
の
思
想
と
行
動
』（
平
成

二
十
六
年
二
月
、
法
蔵
館
）
付
編
『
獨
湛
全
集
』
所
載
影
印
に
據
る
。

3　

 

獨
菴
は
不
詳
。
獨
湛
の
著
作
に
つ
い
て
は
田
中
実
マ
ル
コ
ス
氏
前
掲
書
に
詳
し
い
解
説
が

あ
る
。

4　

 

獨
湛
は
獅
子
林
に
退
隠
後
は
、『
勧
修
作
福
念
仏
図
説
』
を
版
行
す
る
な
ど
、
浄
土
教
に
強

く
傾
い
た
と
さ
れ
る
。

5　

淨
慧
は
右
に
「
ワ
ジ
ヨ
ウ
シ
」、
左
に
「
ヲ
シ
ヤ
ウ
ゴ
」
の
読
み
を
当
て
て
い
る
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
佛
神

應
錄
』
前
集
八
卷
八
冊
本
を
底
本
と
し
た
。

一
、 

可
能
な
か
ぎ
り
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
、
明
ら
か
な
誤
刻
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
た
が
、「
ヿ
」

（
コ
ト
）
等
の
合
字
は
通
行
の
表
記
に
改
め
、
摺
墨
の
濃
淡
等
に
よ
る
判
読
不
能
の
文
字
は

字
数
分
の
空
格
（
□
）
を
置
い
た
。

一
、
半
丁
ご
と
に
丁
数
を
示
し
、
各
話
末
行
と
次
話
題
と
の
間
に
空
行
を
置
い
た
。


